






























平成３０年度 尾鷲市防災危機管理課 防災教育支援等実績参考資料

防災教育実施結果

〇標高表示板設置事業（平成 27年度から継続）
平成 29年度までに 7つ全ての小中学校区で 5ｍ…27本、10ｍ…26本、20ｍ…15本の計 68本の標高表示板
置が完了。平成 30年度には新たに 5ｍ…5本、10ｍ…3本、20ｍ…4本の計 12本を設置・塗装した。
また、5つの小学校においてすでに整備した箇所（5ｍ…16箇所、10ｍ…16箇所、20ｍ…11箇所、計 43箇所）
の再塗装を実施した。

 ○尾鷲市防災フェア

三重県立熊野古道センターで実施した平成 30年度尾鷲市防災フェアには約 500名の来場者があり、各小中学
校の協力のもと、児童及び生徒の日頃の防災教育の成果を多くの市民等に発信することができた。子どもたちの

防災への取り組みや、防災に対する思いを知ることで地域住民の防災意識の向上に繋がったと考えられる。

 〇防災センター見学

 防災センター見学では、水消火器の取扱訓練や、煙体験、保存水・保存食の試食、防災倉庫内の備蓄品等の説

明、消防団車両の紹介、衛星電話の通話体験、エリアワンセグ演奏所の見学・説明、無線室の見学・説明、防災

講話などを実施した。
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 〇防災学習会

 三木小学校では、標高表示ラインの塗装と合わせて防災学習を実施した。地震津波からの避難についてや火災

の防止と火災からの避難についての講話、教室を利用しての煙体験、水消火器の体験を行った。  

 〇めざせ中村山

 尾鷲小学校で毎年実施されている「めざせ中村山」では、尾鷲港から中村山までの道のりを警察署、海上保安

庁など、防災関係機関との連携をすることで更なる防災への意識向上を図った。

 〇矢浜小学校タウンウォッチング

4つのコースに分かれてそれぞれの児童宅前を通りながらタウンウォッチングを行い、危険な場所・もの、安
全な場所・もの、役に立つ場所・ものを探し、地図や記録用紙に記載し、写真撮影を実施した。

〇避難訓練

 昨年度に引き続き各学校単位のみならず、保育園や小中学校・地域住民が連携した避難訓練が行われた。継続

して実施することで児童生徒や地域住民にも良い刺激となり、防災意識の向上に繋がっていくと考えられる。







紀北町消防団 水防訓練
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尾鷲市 防潮扉操作説明会

日時・・・平成３０年１１月２１日 １４：００～１４：４０
場所・・・尾鷲港（港町１１号防潮扉）
参加者・・・尾鷲建設事務所 保全課 ５人、管理課 ２人

尾鷲市危機管理課 ３人
尾鷲消防署 １人
点検業者 ４人
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紀北町 防潮扉操作説明会

日時・・・平成３０年１１月２１日 １０：００～１０：３０
場所・・・長島港（西町２号防潮扉）
参加者・・・尾鷲建設事務所 保全課 ５人

紀北町危機管理課 ２人
紀北町消防団 ４人
点検業者 ４人



防潮引き戸点検（三木浦）



防潮引き戸点検（港湾）



平成３０年度尾鷲市土砂災害総合防災訓練結果報告書 

（防災危機管理課） 

１ 日 時 

 平成３０年６月２４日（日）９時００分～１１時００分 

２ 場 所 

  尾鷲市大曽根浦 

３ 訓練参加者数 

  防災関係機関 ４０機関 約２５０名 

  住民参加者        約５０名 

  訓練見学者       約１００名 

  合計          約３５０名 

４ 訓練参加車両等 

 ・車両 ２７両 

 ・船舶  １隻 

５ 訓練参加機関 

  主催：尾鷲市  共催：三重県 

６ 訓練協力機関 

陸上自衛隊第３３普通科連隊、自衛隊三重地方協力本部、中部管区警察局、三重

県警察本部、尾鷲警察署、三重県紀北地域活性化局、尾鷲建設事務所、尾鷲海上保安

部、三重紀北消防組合消防本部、尾鷲消防署、尾鷲市消防団、国土交通省紀勢国道事

務所、尾鷲総合病院、尾鷲市社会福祉協議会、中部電力(株)尾鷲営業所、尾鷲市建設

業協会、(株)丸昇建設、(株)東組、(株)榎本組、(株)紀南組、(有)三紀土木、七宝建

設(株)、(株)セルフ舎建設、(株)中村組、中村建設(株)、(株)橋本組、(有)浜口組、

(株)村田組、イオンリテール(株)イオン尾鷲店、プライスカット尾鷲店、(株)主婦の

店尾鷲、(一社)三重県ドローン協会、(株)寺下商店、尾鷲石川商工(株)、(有)北村

無線設備、尾鷲市自主防災会連絡協議会、大曽根漁業協同組合、大曽根浦自主防災会、

青海団地自治会、養護老人ホーム聖光園
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